



として 5・6 年生に対して導入された。これまで 5・
6 年生で行われていた「外国語活動」は 3・4 年生
で実践される形となった。 「外国語」は週 2 時間の























Crucial Factors to Consider when Conducting a Special Seminar




 The purpose of this study is to investigate critical factors that should be taken into consideration when 
conducting a special seminar that helps teachers learn how to teach English at elementary schools. Meikai 
University, in collaboration with J-SHINE and other affiliating offices of education, held a special seminar for 
elementary school teachers and others in 2020. Questionnaires were given to the attendees immediately after 
the seminar to evaluate it. The results were calculated and analyzed through statistical methods such as re-
gression analysis in order to investigate what factors affected the degree of general satisfaction of the partici-
pants of the seminar. The results show that there were several influential factors. The most critical factor 
was the extent to which participants realized that the contents of the seminar met their needs. Therefore, a 




















































































































































































～7 を独立変数として SPSS を使って重回帰分析を
ステップワイズ法を用いて行った。「最も妥当性の
高 い モ デ ル を 作 る 」 た め で あ る（ 石 川，2010，
p. 118）。計 5 回の講座それぞれに分析を行った。
3．結　果










B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
1 （定数） 0.436 0.159 　 2.740 0.007 　 　
質問 1 0.792 0.095 0.664 8.338 0.000 1.000 1.000
2 （定数） 0.020 0.168 　 0.120 0.905 　 　
質問 1 0.598 0.095 0.502 6.326 0.000 0.812 1.232
質問 6 0.384 0.081 0.375 4.728 0.000 0.812 1.232
3 （定数） －0.128 0.166 　 －0.772 0.442 　 　
質問 1 0.439 0.102 0.368 4.296 0.000 0.626 1.596
質問 6 0.291 0.082 0.285 3.548 0.001 0.715 1.399
質問 3 0.341 0.104 0.292 3.264 0.002 0.573 1.746
a. 従属変数　8．総合的にこの講座に満足できましたか。
表 1　第 1回講座モデルの要約





1 .664a 0.441 0.435 0.538
2 .745b 0.556 0.545 0.483











質問 6 は約 29％，質問 3 も約 29％となっている。
この結果から，質問 8 の回答は，上記の 3 つの質問
の回答に約 60％影響を受けていることが明らかに
なった。
　続いて，第 2 回講座を同様に分析した。表 3 によ
れば，3 つのモデルが作成されたが，最も妥当なも
のがモデル 3 であり，全体の約 79％を説明できる
ことが分かった。






　第 3 回講座も同様に分析をした。表 5 によれば，
3 つのモデルが作られたが，最も妥当なものはモデ
ル 3 であり，全体の約 72％を説明できることが分
かった。







　続いて第 4 回講座の分析をした。表 7 によれば，
モデルは 3 つ作られたが，最も妥当なモデルはモデ
ル 3 であり，全体の約 87％を説明できることが分
かった。






は質問 1 であった（約 43％）。
　最後に，第 5 回講座の分析を行った。表 9 によれ
ば，モデルは 3 つ作られたが，モデル 3 が最も妥当
表 3　第 2回講座モデルの要約





1 .840a 0.705 0.702 0.382
2 .885b 0.784 0.779 0.329






B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
1 （定数） 0.323 0.098 　 3.299 0.001 　 　
質問 6 0.784 0.053 0.840 14.822 0.000 1.000 1.000
2 （定数） 0.102 0.092 　 1.104 0.272 　 　
質問 6 0.493 0.068 0.528 7.238 0.000 0.447 2.235
質問 3 0.424 0.074 0.420 5.760 0.000 0.447 2.235
3 （定数） 0.073 0.090 　 0.817 0.416 　 　
質問 6 0.417 0.071 0.446 5.852 0.000 0.381 2.626
質問 3 0.330 0.079 0.327 4.181 0.000 0.363 2.752










1 .792a 0.628 0.623 0.416
2 .845b 0.714 0.707 0.367






B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
1 （定数） 0.421 0.122 　 3.449 0.001 　 　
質問 1 0.833 0.071 0.792 11.694 0.000 1.000 1.000
2 （定数） 0.072 0.129 　 0.557 0.579 　 　
質問 1 0.572 0.082 0.544 6.951 0.000 0.583 1.716
質問 6 0.450 0.092 0.384 4.907 0.000 0.583 1.716
3 （定数） 0.020 0.128 　 0.158 0.875 　 　
質問 1 0.442 0.098 0.420 4.503 0.000 0.389 2.570
質問 6 0.396 0.092 0.338 4.283 0.000 0.545 1.835
質問 3 0.214 0.093 0.207 2.300 0.024 0.419 2.387
a. 従属変数　8．総合的にこの講座に満足できましたか。
表 7　第 4回講座モデルの要約





1 .908a 0.825 0.823 0.410
2 .928b 0.862 0.859 0.366






B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
1 （定数） 0.196 0.083 　 2.374 0.020 　 　
質問 1 0.936 0.044 0.908 21.038 0.000 1.000 1.000
2 （定数） 0.158 0.074 　 2.129 0.036 　 　
質問 1 0.565 0.084 0.549 6.719 0.000 0.223 4.489
質問 4 0.413 0.083 0.408 4.997 0.000 0.223 4.489
3 （定数） 0.104 0.075 　 1.380 0.171 　 　
質問 1 0.446 0.094 0.432 4.748 0.000 0.169 5.926
質問 4 0.350 0.084 0.346 4.175 0.000 0.204 4.901

































1 .955a 0.911 0.910 0.351
2 .964b 0.930 0.929 0.312






B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
1 （定数） 0.174 0.075 　 2.307 0.023 　 　
質問 1 0.930 0.030 0.955 30.708 0.000 1.000 1.000
2 （定数） 0.106 0.068 　 1.541 0.127 　 　
質問 1 0.573 0.077 0.588 7.481 0.000 0.124 8.051
質問 3 0.386 0.078 0.392 4.982 0.000 0.124 8.051
3 （定数） 0.051 0.067 　 0.757 0.451 　 　
質問 1 0.417 0.086 0.428 4.865 0.000 0.089 11.252
質問 3 0.284 0.079 0.288 3.592 0.001 0.107 9.380
質問 6 0.277 0.081 0.275 3.421 0.001 0.106 9.390
a. 従属変数　8．総合的にこの講座に満足できましたか。
表 11　講座ごとの影響力
影響力 1 位 影響力 2 位 影響力 3 位
第 1 回講座 質問 1（37％） 質問 3（29％） 質問 6（29％）
第 2 回講座 質問 6（45％） 質問 3（33％） 質問 5（21％）
第 3 回講座 質問 1（42％） 質問 6（34％） 質問 3（21％）
第 4 回講座 質問 1（43％） 質問 4（37％） 質問 6（20％）
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